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材料と方法
今回，田辺湾内 3地点（図 1）において 1ヶ片に 1
度の間隔で＇ 2013年2月から 2014年2月までの 12回
(9月を除き， 2月13日， 3月13日＇ 4月l日， 4月28
日， 6月 1-2 El. 7月7日， 8月5-6日， 10月13-14 






0 N, 135.341° E），田辺市長崎の岸壁（B地点： 33.696°
N. 135.389° E），白浜町堅田漁協前の浮桟橋（C地点
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図1 クラゲ相調査（2013年）を実施した和歌山県西牟婁郡田辺湾の3地点
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表 1 京都大学瀬戸J:i師向実験所“；｜じ iJ~＂の船着き場（地点 A ） において採集されたクラケ，，~：H (2013年2J-J -2014 if 2月）
Numbers o「individualsじりlectedI month 
Species .J apancsc name Order I Total 
2 ) J :3 J-J 4 Jl 5 Jl 6 J-J 7 J-J 8 J l 0 J] I I } J # 12 } J # I J J # 2刀＃
Dip制定noophiogosl町 ジュズクラゲ A 
Po《locormeminimo コッフ喰クラゲ A 42 4 
Probosciduζ1.1・/uυmulu ミサキコモチエダクダクラゲ A 
Ahνla /e1ckor1i シカクノ、コ クラゲ
DiphFes boioni トガリフタックラケJ
Diphyes chum川sonis タマゴフタックラゲモドキ s 
。iph1山 conlorlo ヨジレフタックラゲ
Diph1•es diapw フタ Yクラゲモ ドキ
Ag/aura hemis111111a ヒメツリヵーネクラゲ 1吋
Liriopl' lelropln./Iα カラカサクラゲ T 16 I 30 
Solm1111de/lo hi1e111oc11/a1a ヤジロベエクラゲ N 
Solmoris rhodo/01110 ニチリンクラゲ N 
／－日eckelior1IJ1 dゾ フウセンク ラゲモト‘キワ c 
Total number ol'inclividuals collected 15 48 17 CJ6 
再は強風や｜；キ1:Mなとの＇i.大c lJJ,jの順序はアルフ アペ y ト似に1ifうe
市lj泡動物門ヒドロクラゲ糊 ［A:Anthomedusac花クラゲ｜ N: Narcomcdusac 附ljクラゲ1 S: Siphonophor配管クラゲ「｜ T: Trachymcdusac Mクラゲ｜］
有倒動物門イヂ向山手綱［C:Cydippiclaフウセ ンクラゲト｜］
表2 ｜十l辺市長崎の岸壁（地点B）において採集されたクラゲ頒（20日年2月－ 2014年2月）
Numbers ol' individuals collected I month 
Species Japanese name Order I Total 
21J HJ 1JJJ :)IJ 6JJ 71-J 8月 10J-J II J 12 J# I J古 2JJ 
Dip川町wophiοgaster シュズクラゲ A 
E11phvsa a11ra/a カタアシク ラゲモドキ A 
? ??? 72 
Podo，’υ1'1"1C 11111CI コツ7＇クラゲ A 12 19 88 I 121 
Proboscidac/1 •／，， 川＇／／｛／／（／ ミサキコモチエタクダクラゲ A 1 1320 9 9 I !:HO 
Rathkea oι＇／日＇f!lllJc/(1/(1 シミコク ラゲ A 16 - 18 
Turri/Of日ISSp ベニクラゲ属の一位 A 
C/1'1iodiscoido コザラクラゲ
Obel山、；pp オベリアク ラゲ！，<r！，の ・fl[( L 10 12 22 
Diph1・es ap／河川lic1iol1 フタ Yクラゲ
Diph1・esιhamissunis タマゴフタックラゲモ トーキ s 
M11ggiaea a1/a11iιu ヒトツクラケ、
Aglm1ra hemisloma ヒメツリガネクラゲ 1『
Liriope tetroplη•/lo カラカサクラゲ ’f 14 
官。lmari.、rhodo/01110 ニチリンクラゲ N 
A11relia a11ri1u cphyra larva ミズクラゲのエフ イラ ：！Jと｜ Se 
/-Iaeckelia mhra' フウセンク ラゲモドキつ c 
Total number or inclividu日Iscolected 28 73 1321 12 37 19 98 I 1599 
再，A句 S,T, N, Sc, Cは表IとjiJ十五
L: Leptomeclusac 1！吹クラゲu（車l]J包動物門ヒドロクラゲi;r,j). Se: Semaeostomcae }j( I Iクラ ゲI (;1,j:虫制）
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表 3 ！こI i兵 111n科目漁協 ，~；jの浮桟橋 （地点 C ）において採集さ れたクラゲ支店 （ 20 1 3 年 2 月 2014年2J) 
Numbers of individu日Iscolected/ month 
SpeじICお Japanese namピ Order I Total 
2JJ 3JJ 4)-J 5月 6「l 7 J 8 J 10 H I l J岸12JJ再 lJ押 HJ再
βυ11gai11villw sp エタクラゲ腐の－HI A 
/Jip11ゼno01hiogc則的 ジュズクラケ’ A 
E11ph1・suζ1/l'C/(I カタアシクラゲモドキ A 
Podocor¥'/1e川川/Iiiα コッフ’クラケ‘ A 2 72 75 
Pmhυsciduc/¥ I「IOl/1l//U ミサキコモチエタクダクラゲ A 62 〉
（??（?
Ru1hkどC/OC/Of'li/'IC/C/O シミ コク ラゲ A 
Clvtio pe11101u チギレコザラク ラゲ
E1cheiln1口／Hirado.rica コモチクラゲ L 
E1chei/01a sp コモチクラゲl誌の一種 L 
Leptomedusae sp. juvenile 軟クラゲ｜ご｜幼休
Obelia spp. オベリアクラゲ腐の一極
/Jiphr出 c/10misso11川 タマゴフタックラゲモドキ s 
Li1 l口1e/elropln'/la カラカサクラゲ T 32 32 
So/11c1 j人J・/wdo／υ／／／（／ ニチリンクラゲ N 
Anrelia auritu cphyra larva ミズクラゲのエフィラ：WI. Sc 57 57 
Total nu111ber of incli、＇idualscolkじtcd 59 3 l36 4 37 2 I 250 
払A L, S，丁、N,Scは表 iと！日間二
/)jtで31.5m, 127.2 11, 126.6 m （各地点で一定距離を 5住 クダクラゲであり，次いで、コップクラゲであった。これ
復）ネットを曳いた。採集したプランクトンは予め氷 ら2種はクラゲから知性芽をつくり急速に個体数を増す
冷i.左過海水を少量入れたポリ容器の中で捕食等が起こら ことが可能で、あり（！くAWAMURA& KUBOTA, 2008), 2001, 
ない様にし．生きた状態で半日以内にクラゲ類の同定と 2002及び2004年に実施された凹辺湾l二｜二I央部での垂直曳
計数を行った（表 1-3）。ただしオベリアクラゲ類は き制査で最多種として記録されている（河村ら. 2009）。
クラゲ世代での同定が困難であるため複数種が存在して この先行調査によると，ミサキコモチエダクダクラゲと
いる可能性があるが． H垂としてカウン トした。また ， コツブクラゲの出現時期はともに 6月から 7月がピーク
幼生や幼体は種レベルまでの同定ができなかった。尚， であり，今｜口｜の5月から 7月という結果とほぼ一致する。












数と｛｜自！体数は.A地点で 13種961同体， B地点で 16極
1599個体. c 地点で 15種250個体であった。刺胞動物
門ではヒドロ虫綱5目，鉢虫綱2日が，また，有櫛動物
門では l目が確認された （表 1-3）。
る。
1. 出現クラゲ類の種構成
今Ir!. ヒドロクラゲ類において種数が最多だ、ったのは 2. 出現種の個体数の月別変化
花クラゲ日であり，1997年実施の同辺湾内irl1合での垂 今回の調査では，コツブクラゲが湾LJA地点におい
直史きの結果と一致した（久保田， 2008）。花クラゲ日 て6月から 8月にかけて出現し 7月に最多数が採取さ
において採l[Z11;1体数が最多だった種は ミサキコモチエダ れ，i奇奥 C地点では4月に大量に出現した。この様な出
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現状況は 2001.2002及び2004年に行われた垂直曳きに ている椋に，符クラゲ類は外洋性で、ある。しかし，タマ
よる過去の調査結果 （1-10月の出現で. 2-3)-Jから数 ゴフタックラゲモドキだけは湾奥C地点のみで．少数
を附やし 6-7J~J に最多 if1J村ら， 2009）と ｜口l じで今 ながらも採集された（表 1 3）。 この結果は 1997年の
l1JIも湾奥ではその出現ピークが湾口より早かった。 制査における結果（久保｜五. 2008）と一致しており，こ








個体.c 地点が2501 11!1 体， A 地点が 96 個体でこの）IJ~
となり，極数に関しても B地点 (16種）， c 地点 (15






C 地点の JI［＼＼（に種数と個体数が減少した （6 極 911~1休→ 3
極3個体→ l種211!1体）。このことから一般的に言われ
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